
自然資本

環境基本理念

細谷工場 排水処理システムによるめっき工程排水のゼロエミッション化

めっき工程の排水を、高機能膜を組み合わせた独自の排水処理システムに
より、めっき濃縮液と洗浄水に分離し再利用しています。排水処理システム
はクローズド化することで、新たな水を使用することなく、めっきラインを
稼働させることが出来ます。他にも廃棄物のゼロエミッション化やCO2削減
にもつながります。2024年には設備を3台に増設し、処理能力の増強を行
いました。

クーラントタンク内で、スラッジを含む泡によるオーバーフローを防ぐために、スラッジを含む泡
の回収が必要となり、廃液量が増加していました。泡の発生メカニズムを解析し、微細なスラッジ
を回収するフィルターを設置することで泡の発生を抑制し、廃液量を低減しました。また、回収
頻度の低減による、作業効率向上にも繋げました。

廃棄物排出量

2024年
目標

排出量原単位
国内連結：1.81t/百万個
単体：1.87t/百万個

排出量原単位
国内連結：615㎥/百万個
単体：595㎥/百万個

総排出量
連結：66,765t/年
単体：42,005t/年

異常・苦情0件

水使用量 CO2排出量 異常・苦情

環境目標
当社では、2035年までにカーボンニュートラル達成を目指す方針を掲げております。
その達成に向けて、2024年の目標値を設定し、改善活動を進めております。

当社では、持続可能な社会の実現のため、CO2排出量の削減に取り組み、2035年までに国内工場から排出されるCO2(Scope1・2※)
の実質ゼロを目指す方針を設定しました。「ヘラス活動」「カエル活動」を軸にカーボンニュートラルの達成に向けた取り組みを推進
してまいります。
※Scope1：自社での燃料の使用などによる直接的な排出、Scope2：自社が購入した電気などによる間接的な排出

基本的な考え方

愛知県豊田市にある「矢並湿地」はラムサール条約に登録された湿地であり、その希少生物
を保護するため、継続的に市や地域の保存会に参加して、除草作業などを行っています。

矢並湿地保全活動

ヘラス

日常改善
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クレジットによるオフセット

・不良低減
・サイクルタイム短縮

カエル

再生可能
エネルギー

・太陽光発電システムの導入
・グリーン電力の購入

技術革新
・革新生産技術の開発･
 導入による工程削減
・熱マネジメントの強化

岐阜工場 スラッジ回収装置導入による廃液量低減

製品と生産で、社会と環境に貢献

持続可能な発展を目指し、環境基本理念を実現する
ために、より実効性のある社内体制に強化しました。
特に、カーボンニュートラルに向けた活動の強化を図
るために、全社環境会議の直下に、CN(※)委員会を新
設し、ヘラス、カエル活動に取り組んでいます。
※CN：カーボンニュートラル

全社環境保全組織

全 　 社 　 環 　 境 　 会 　 議

生産環境委員会
生産工程における環境
負荷低減

製品環境委員会
環境負荷の低い材料の
選択

CN委員会
製品／生産によるCO2

排出量低減促進

新設

カーボンニュートラル実現に向けて 
ヘラス、カエルの活動を着実に推進します。

カーボンニュートラル委員長　成田 洋

カーボンニュートラルの達成に向けた取り組み

廃棄物削減に向けた取り組み

自然共生・カーボンニュートラル

洗浄水として再利用

濃縮後再利用

高機能膜 高機能膜

めっき排水
大豊グループでは、環境保全や生物多様性の確保を
進め、人と自然が共生する持続可能な社会の構築を
目指し、活動に取り組んでいます。

自然共生
自然共生活動の考え方

事業所を中心とした
周辺地域の自然共生活動

社外活動への参画を
通じた自然共生活動

矢並湿地保全活動
➡　廃液削減比率　▲54％　約 7t / 台・年の削減

環境 Environment

製品と生産両面での環境負荷低減により、

脱炭素社会の実現に貢献してまいります。

全社環境委員長　加納 知広

Taiho Kogyo Report 202423 24Taiho Kogyo Report 2024


